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強制フェーダー機能について

□手動起動のしかた

□外部起動のしかた

□本機はマイク入力によって起動するオートマチックフェーダー機能の他に前面のフェーダー
ボタンや後面のフェーダー起動入力コードを使用して任意のタイミングで強制的にフェー
ダー回路のON/OFFが可能です。             
◎強制フェーダー機能においても減衰するのはSD音量のみです。フェーダー減衰量はオート
マチックフェーダーと共通です。
　（10頁「フェーダー減衰量調節つまみ」参照）             

□フェーダー起動入力コードを入/切できるようにスイッチなどを設けてバッテリーの○
－

□SD再生中にスイッチを入れますとフェーダー回路が動作します。（フェーダー動作表示
灯点灯）      
□フェーダー動作を解除する場合はスイッチを切ってください。SD音量が元の音量に
戻ります。（フェーダー動作表示灯消灯）

□SD再生中にフェーダーボタンを押しますと
SD音量が減衰します。
　（フェーダー動作表示灯点灯）

1.フェーダーボタンを押す

フェーダー起動入力コードを使用する

点灯

□フェーダー動作中にフェーダーボタンを押し
ますとSD音量が元の音量に戻ります。
　（フェーダー動作表示灯消灯）

2.もう一度フェーダーボタンを押す

消灯

フェーダー起動入力コードについてのご注意

●フェーダー起動入力コードを使用しない場合は絶縁チューブを取り付けた状態
（出荷時の状態）でご使用ください。絶縁チューブをはずした状態で使用しますと
車体の金属部などに接触した場合、フェーダー機能が動作状態になり、音量
不足の原因になりますのでご注意ください。

押す 押す

バッテリー

スイッチ

車体アース

フェーダー起動入力コード
入/切できるようにスイッチを
設けてバッテリー○－端子また
は車体アースのいずれかへ
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操作方法（マイク入力、予備入力を使用）

2.音量を「0」にする
□それぞれの音量
調節つまみを左
いっぱい「0」位置
にまわしてください｡

マイク音量 予備音量

4.音量を調節する
□それぞれの音量
調節つまみを右方
向へまわし適当な
音量に調節してく
ださい｡

マイク音量 予備音量

主音量

3.電源を入れる
□電源スイッチを押して電源を入れてください｡

押す

1.機器を接続する
□マイクはマイク入力ジャックへ接続してください。
　MP3プレーヤーなどの外部機器は、予備入力ミニジャックへ接続してください。

注）必ず主音量調節つまみ
の調節もおこなってく
ださい。「0」位置になっ
ていますと、マイク入力
や予備入力の音量調節
つまみの音量を上げても
放送されません。

予備入力
ミニジャックへ

（ステレオ機器対応）

MP3
プレーヤーなど

マイク入力
ジャックへ

マイク(付属)
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□設定の変更は下記の要領でおこなってください。（工場出荷状態はONに設定）

3.モードボタンを押して決定する
□選択した設定をモードボタンを押して決定
してください。
□オートスタート機能の設定は電源を切っても
記憶されていますので、電源を入れる度に
設定する必要はありません。

1.モードボタンを長押し（2秒以上）する
□停止中にモードボタンを長押ししますと表示
部が点滅し設定モードになります。     

点滅

選択する

 オートスタート機能「ON」設定時のご注意

●本機は電源を切ったときに再生中の曲番を記憶しています。電源「切」の状態
でカードを入れ替えた場合、同じ曲番のファイルが存在する場合はファイル
の内容に関係無く記憶した曲番でオートスタートが実行されます。該当する
曲番が存在しない場合はオートスタートは実行されずに停止状態のままに
なります。

●本機への電源供給が、バッテリーから直接ではなくACC（アクセサリー）電源
系統からの場合、エンジン始動時に電源供給が一時遮断されることがあり、
オートスタートが実行されない場合があります。

押す2.全曲リピートボタンを押す    
□全曲リピートボタンを押すと表示部の表示
「On⇔OF」が切り換り、オートスタート機能
のON/OFFが選択できます。      

選択する押す

長押し

注）オートスタート機能の設定を変更するときに
SDカードの誤消去防止スイッチがロック
状態になっていますと、その操作ができま
せん。必ずロック解除状態で設定の変更を
おこなってください。
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操作方法（SDレコーダー部を使用）

予備入力ミニジャック

□録音について　

・市販の接続コードを使用し、外部のプレーヤーの出力を本機の予備入力ミニジャック
に接続してください｡（下図参照）録音レベルは本機の予備音量調節つまみで調節
してください｡

例1）外部のプレーヤーの音楽を録音する場合

MP3
プレーヤーなど

予備入力ミニジャック

・付属のマイクロホンは本機のマイク入力ジャックに、外部のプレーヤーは市販の接続
コードを使用し本機の予備入力ミニジャックに接続してください｡（下図参照）録音
レベルは本機のマイク音量調節つまみと予備音量調節つまみで調節してください｡

例3）外部のプレーヤーの音楽とマイク音声をミキシング録音する場合

MP3
プレーヤーなど

マイク入力ジャック

マイク入力ジャック

・付属のマイクロホンを本機のマイク入力ジャックに接続してください｡（下図参照）
録音レベルは本機のマイク音量調節つまみで調節してください｡　

例2）マイク入力のマイク音声を録音する場合

マイク(付属)

マイク(付属)

予備音量調節つまみ

予備音量調節つまみ

マイク音量調節つまみ

マイク音量調節つまみ
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ヒント：

□電源スイッチを押して電源を入れ、表示部に
曲番が表示されていることを確認してくだ
さい｡

4.録音レベルを調節する

□再生/一時停止ボタンを押しますと録音待機
状態になります。

1.電源を入れる
□録音する入力の音量調節つまみ
を右方向へまわし、表示部の
録音レベルメーターを見て適当な
音量に調節してください｡
（下図参照）

□録音のしかた
●録音するときは録音するための空き容量のあるSDカードを本機のSDカード挿入口に
入れてください。（8頁 準備作業と12頁 SDカードの挿入方法参照）

曲番を表示

5.再生/一時停止ボタンを押す（録音開始）
□再度、再生/一時停止ボタンを押しますと
録音が始まります。

点滅（赤）

「r」表示

点滅（赤）

点灯（赤）

2.モードボタンを長押し（2秒以上）する
□モードボタンを長押ししますと表示部が点滅し
設定モードになります。     点滅

標準 大小

3.再生/一時停止ボタンを押す（録音待機）     ・録音待機状態の時に、マイクで話したり、
外部入力からの信号が入力されたりすると、
録音音声の音量を3段階表示します。
（ 上 図 参 照 ）
できるだけ標準レベルに合せてからの録音
をおすすめします。

・録音音量は主音量とは無関係ですので、
放送中の録音も可能です。          

ヒント：
・録音待機状態を解除する場合はモードボタン
を押してください。停止状態に戻ります。   

●録音レベルメーターについて

押す

押す

長押し

6へ続く
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操作方法（SD部を使用）

再生/一時停止ボタンを押す（録音一時停止）
□録音中に再生/一時停止ボタンを押しますと録音が一時停止します。
　もう一度押しますと停止した位置から再び録音が始まります。

点滅（赤）

録音中に一時停止する場合

6.モードボタンを押す（録音終了）
□録音を終了する時は、録音待機状態か録音時にモードボタンを押してください。モードボタンを押さ
なければ、録音は終了しません。
　表示部は「SA」が表示された直後に停止状態に戻り、録音した曲ファイルの曲番が表示されます。

ヒント：
・同じ曲番内に複数の内容を録音する
場合は録音を終了させずに、一時停止
/録音を必要に応じて繰返して録音を
おこなってください。

「SA」表示直後に
曲番を表示

□録音時のご注意

押す

押す

□SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチがロック側になっていますと録音
操作は「Pr」表示後、元の表示に戻りキャンセルされます。SDカードを取り出しロック
を解除してください｡（12頁「誤消去防止スイッチについて」参照）

□録音レベルは録音レベルメーターの表示が「標準」を常時示す程度に設定してください｡
極端に録音レベルが高く、または低くないようにご注意ください。テスト録音をして
適正な録音レベルを設定し録音されることをおすすめします。

□録音レベルが低い場合、デジタル特有のノイズが録音される場合があります。
□録音中、及びその操作の途中にSDカードを取り出したり、電源を切らないでください。
本機が正常に動作しないことや、カードの内容が破壊されたりすることがあります。
SDカードの取り出しは必ず停止中におこなってください。

□「SA」表示中に電源を切ったり、SDカードを取り出さないでください。本機が正常に
動作しないことや、カードの内容が破壊されたりすることがあります。

□録音時に録音する音声が大音量で放送され聴力障害などの原因となる場合があります。
主音量を調節した上で録音作業を行ってください。
　（放送中に内容を録音する場合は除く）
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□電源スイッチを押して電源を入れ、表示部に
曲番が表示されていることを確認してください｡

1.電源を入れる

□１曲消去のしかた
●SDカードへ転送、及び録音した曲の中で、不要な曲のみを消去されるときは下記の要領で
消去をおこなってください。

曲番を表示

3.モードボタンを長押し（2秒以上）する
□モードボタンを長押ししますと表示部が点滅し
設定モードになります。     

点滅

4.スキップ/サーチボタンを押す

点滅

5.もう1度スキップ/サーチボタンを押す     

「dE」から
「01」に表示が変わる

例）曲番「3」

2.曲番を選択する
□停止状態でスキップ/サーチボタンを押して
消去したい曲番を選択してください。     

□スキップ/サーチボタン［      ］を押すと「dE」
が点滅表示されて消去確認状態に換わります。

□スキップ/サーチボタン［      ］を押すと「dE」
から「01」に表示が換わります。（消去完了）

ヒント：
・消去確認状態を解除する場合はモードボタン
を押してください。停止状態に戻ります。   

ヒント：
・消去した曲番のファイルはなくなりますが、
その曲番は空白にはなりません。以降の曲番
が順番どおりに繰り上がります。

押す

押す

長押し

押す
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操作方法（SD部を使用）

□電源スイッチを押して電源を入れ、表示部に
曲番が表示されていることを確認してください｡

1.電源を入れる

□フォーマット（初期化）のしかた
●SDカードをフォーマット（初期化）されるときは下記の要領で消去をおこなってください。

2.モードボタンを長押し（2秒以上）する
□モードボタンを長押ししますと表示部が点滅し
設定モードになります。     点滅

3.スキップ/サーチボタンを押す

点滅

4.もう1度スキップ/サーチボタンを押す     

「Fo」から
「00」に表示が変わる

□スキップ/サーチボタン［      ］を押すと「Fo」
が点滅表示されてフォーマット確認状態に
換わります。

□スキップ/サーチボタン［      ］を押すと「Fo」
から「00」に表示が換わります。
　（フォーマット完了）

ヒント：
・フォーマット確認状態を解除する場合はモード
ボタンを押してください。停止状態に戻ります。

・消去やフォーマット、およびその操作の途中にSDカードを取り出したり、電源を切ら
　ないでください。本機が正常に動作しないことや、カードの内容が破壊されたりする
　ことがあります。SDカードの取り出しは必ず停止中におこなってください。
・フォーマット（初期化）にかかる時間は、SDHCカードの容量に応じて長くなります。
　表示が変化するまで、しばらくお待ちください。（32GBのSDHCカードの場合、最大
　30秒程度です。）

■ご注意

押す

押す

長押し

曲番を表示
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・ 本機でフォーマット（初期化）されたカード、またはデータが入っているカードであれば、　
読み込みはすぐに終了します。

・・・・

順番に点滅→消灯していきます

読み込み終了

空のSDカードの読み込み時間について
□本機でフォーマット（初期化）していない空のSDHCカードを使用する場合、カードの容量
に応じて、読み込み時間が約4秒から30秒かかります。
○読み込み時間がかかる場合は、下図の様に表示されます。
　表示の変化が無くなるまで、しばらくお待ちください。
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エラー表示の説明

「 - - 」　内容･･･SDカードの未挿入
SDカードが挿入されていません。カードを挿入してください。

「 E 1 」「 E 4 」　内容･･･本機のシステムエラー
本機の電源スイッチを「切」にして再度電源を入れてエラー表示を解除してくだ
さい。もしエラー表示が消えない場合は販売店や工事店などにご連絡くだ
さい。そのときは必ずエラー表示の記号をお伝えください。

「 E 3 」　内容･･･SDカードの異常
本機の電源スイッチを「切」にして再度電源を入れてエラー表示を解除して
ください。それでもエラー表示が解除しない場合はカードのデータが消滅
しても問題のない事を確認し、カードをフォーマットの操作を続けてください。

「 F u 」　内容･･･SDカードのメモリー残量僅少 
SDカードのメモリー残量が僅少、またはデータ数が規定数※を超過しているため
録音ができない状態です。不要なデータを消去するか、他のカードと交換して
録音してください｡（※ 最大99 カード容量、データの総容量などにより99より
少なくなる事があります。）

「 P r 」（録音時）内容･･SDカードがロック状態 （設定ボタンの長押し操作不可） 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているため録音できません。
ロック状態を解除してから録音してください｡

「 P r 」（オートスタート時）内容･･SDカードがロック状態（設定ボタンの長押し操作不可） 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているためオートスタートの
設定変更ができません。ロック状態を解除してから変更してください｡

「 P r 」（消去時）内容･･SDカードがロック状態　（設定ボタンの長押し操作不可） 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているため消去できません。
ロック状態を解除してから消去してください｡

「 P r 」（フォーマット時）内容･･SDカードがロック状態　（設定ボタンの長押し操作不可） 
SDカードの誤消去防止スイッチがロック状態になっているためフォーマット
できません。ロック状態を解除してからフォーマットしてください｡

「 0 0 」　内容･･･SDカードにMP3データ無し
SDカードにデータが入っていません。録音、またはデータ転送をするか、他の
カードと交換してください。

「 E 2 」　内容･･･SDカードのフォーマット形式が非対応
SDカードのフォーマット形式が合っていません。カードのデータが消滅しても
問題のない事を確認し、カードをフォーマットの操作を続けてください。
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SDレコーダー部

全く動作しない

演奏時間は進んでいる
が音声がでてこない

SDカードが入らない

録音ができない

モードボタンを長押しして
も表示部が点滅状態
にならず、各種操作が
行えない。

録音、消去、フォーマット、
オートスタートの設定変更
ができない。

全曲リピートボタンを押し
ても、1曲リピートと全曲
リピートが切り換わらない。

再生音量が不安定で
時々小さくなる。または
フェーダー動作表示灯が
勝手に点灯する

SDカードが入っていますか。「- -」
SDカードに転送したデータのファイル形式が正しいですか。
「E2」

SDカードのフォーマット形式は正しいですか。「E2」

SD音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡

すでに本機の中にSDカードが入っていませんか｡
SDカードを裏表逆に入れていませんか｡
SDカードのメモリー残量が不足していませんか。
「Fu」

SDカードのファイル数が99を超過していませんか。
「Fu」

SDカードの再生中ではないですか。

SDカードの横に付いている誤消去防止スイッチが
ロック側になっていませんか。
「Pr」

SDカードが入っていますか。「- -」

マイクのトークスイッチが「入」になっていませんか

症 状 点 検 項 目 「 表 示 部 」 対 策
SDカードを挿入してください｡
MP3形式データ及び本機で録音した音声データ
を使用してください｡

本機でフォーマットしたカードを使用してください｡

適当な音量に調節してください。

SDカードを取り出してください｡
SDカードのレーベル面を上にして入れてください｡
不要なデータを消去してください｡
他のSDカードに交換してください｡

不要なデータを消去してください｡
他のSDカードに交換してください｡

SDカードの再生を停止してください。

誤消去防止スイッチのロックを解除してください｡

SDカードを挿入してください｡

本機はマイク音量調節つまみが「0」でもマイクからの
入力でオートフェーダー（10頁参照）が働きます。
マイク放送を行わない場合は、マイクのトークスイッチ
を切るか、マイクのプラグを抜いてください。

全く動作しない

マイクの音声がでて
こない

接続機器の音がおかしい
または小さい

スピーカーの音がでない
予備入力に接続した機
器が鳴らない

電源が接続されていますか。
表示部が点灯していますか｡
バッテリーは充電されていますか。
電源スイッチは入っていますか。
各音量調節つまみが絞られていませんか。　　　　
マイクのトークスイッチは入っていますか
マイクプラグは確実に差し込まれていますか｡
マイクは正常ですか。
マイク音量調節つまみが「0」位置になっていませんか｡
接続機器のインピーダンスは合っていますか｡
接続機器及び本機の予備音量調節つまみが「0」位
置になっていませんか。
正しく接続されていますか｡

平衡出力の機器を接続していませんか。

電源の接続を確認してください｡
電源スイッチを入れてください。
バッテリーを確認してください。
電源スイッチを入れてください。
各音量を適当な音量に調節してください｡
マイクのトークスイッチを入れてください｡
確認してください｡
他のマイクと交換してください。
適当な音量に調節してください。
確認してください｡

適当な音量に調節してください｡

確認してください。
予備入力はステレオ機器対応の不平衡入力となって
います。不平衡に変換して接続してください｡

症 状 点 検 項 目 対 策

故障と思う前に
ほんのちょっとしたことで正常に動作せず､故障かな？と思うことがあります。次の要領で点検してみてください。
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定格

著作権法について

出力負荷インピーダンス
ひ ず み 率
周 波 数 特 性
入 力 感 度 及 び
イ ン ピ ー ダ ン ス
信 号 対 雑 音 比
音 質 調 節

動 作 表 示

使 用 温 度 範 囲
外 装

外 形 寸 法

付 属 品

4Ω／8Ω（チップ式コネクター〈ギボシ〉による差替方式）
5％以下
250Hz～10kHz  ±3dB
マイク： －52dBV  600Ω  不平衡  音量調節器付
予  備： －22dBV  10kΩ  不平衡  （ステレオ受け）音量調節器付
50dB以上
10kHzにおいて－10dB （1kHz基準）
曲番/状態表示（電源表示兼用）：7セグメントLED 2桁表示
再生/録音表示：LED（再生時/緑 録音時/赤）
全曲リピート表示：LED（橙）
フェーダー動作表示：LED（橙）
－20℃～＋60℃
パネル（ABS樹脂）、ケース（塗装鋼板） マンセルN1　近似色 ブラック
幅178mm  高さ50mm  奥行155mm（NDS-102A、NDS-104A）
幅178mm  高さ50mm  奥行175.5mm（NDS-202A、NDS-204A）
幅178mm  高さ50mm  奥行199.5mm（NDS-402A、NDS-404A）
取扱説明書（保証書付） 1､ マイクロホン 1､ マイクロホンホルダー 1､ホルダー あて板1､ 
コの字形取付金具1､ コネクター付リード線 1､ 穴あきステー 1､ 
セムスボルト（M5×10） 5､ セムスボルト（M5×16） 5､ナット（M5） 5､ 
平ワッシャー（M5用） 5､ タッピングビス（φ4×12） 2､
ヒューズ（機種ごとの容量は上表に記載） 1

品 番
使 用 電 源
消 費 電 流
定 格 出 力
質 量
付属ヒューズ容量

NDS-102A

1.6A
10W（最大16W）
約1.1kg
3A

DC10～16V（標準14V）12Vバッテリー DC20～32V（標準28V）24Vバッテリー
NDS-202A

3A
20W（最大32W）
約1.4kg
5A

NDS-402A

6A
40W（最大60W）
約1.4kg
10A

NDS-104A

0.8A
10W（最大16W）
約1.1kg
3A

NDS-204A

1.6A
20W（最大32W）
約1.4kg
3A

NDS-404A

3A
40W（最大60W）
約1.4kg
5A

●SDレコーダー部
適 合 S D カ ー ド
フ ァ イ ル シ ス テ ム
ファイル 保 存 最 大 数
音 声 圧 縮 伸 長 方 式
再 生 ビ ッ ト レ ー ト
録 音 ビ ッ ト レ ー ト

SDA準拠SD/SDHCカード（16MB～32GB） ※SDXCは除く
FAT12、FAT16、FAT32
99（保存は、ルートディレクトリのみ対応）
MP3形式（MPEG1 Audio Layer3）
32kbps～320kbps
128kbps （サンプリング周波数 44.1kHz）

■あなたが本機を利用して著作権の対象となっている著作物を複製、編集などした
ものや、他人の講演などを録音したものは、個人として楽しむなどの他は著作権法上、
権利者に無断で使用できません。
●放送コード、CD、その他の録音物や他人の演奏などは、音楽の歌詞・楽曲と同じく著作
権法により保護されています。従って、個人使用の範囲を超えて、それらを録音、編集
して、販売・レンタル・譲渡したり、営利のために使用する場合には、著作権法上、権利
者の許諾が必要です。
●詳しい内容や、著作権物に関する許諾のための手続きについては､「日本音楽著作権
協会」（JASRAC）の本部または最寄りの支部にお問い合わせください。
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（単位mm）

外観寸法図
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 ■NDS-402A, 404A
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 ■NDS-202A, 204A
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 ■NDS-102A, 104A
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